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そ菜の機械化栽培について

富　　樫　　伝　　悦

（秋田県農試）

1．東北のそ薬栽培の位置づけ

そ菜の生産は，従来多肥，多労の集約栽培として発展

してきたが，最近の社会情勢はこの生産方式を受け入れ

なくなっており，そ菜の価格は昂騰し，社会問題にもな

っている。

そ菜生産の方式は，都市近郊における施設利用による

集約栽培などの生産形態は残るものと思われるが，業，

根菜類のように労働集約度の低いそ菜は徹底したコスト

低下を図り，生産を行なうべきであると考える。

東北地方は食捏基地としての性格が裁く，東京を中心

とする都市へのそ菜供給基地として，将来，重要な位置

を占めるには生産の方法を徹底したコスト低下の方向に

改め．輸送園芸として発展しうる素地を築かなければな

らないであろう。

2．機械化栽培による省力と収益性

生産費の大部分を占める労力の節減は，生産コストの

低下に大きな力をもっている。

いま．各地で行なった機械化栽培試験から．慣行栽培

と機械化栽培との所要労力を比較すると第1表のとおり

であり，慣行栽培法忙比べ，短根人参で20～30％，地大

根（短根種）で15％，キャベツで49－61％，無支柱加工

トマトで53％，里芋で63％の所要労力で生産が可能とな

っている。さらに作業内容をみると第2表～第4表に示

すように，殆んとの管理作業は捜戒化が可能で，10α当

りに要する管理所要労働時間は，結球白菜で828分，全

所要労働時間の22．7％，またキャベツは1，338分で32．5

％，無支柱加工トマトは1．859分で16．2％で行なうこと

ができるが，収手数　調整，荷造りに要する労力は人力に

蘇らざるをえないので，機械化栽培の主要労力はこれら

の作業についやされている。

また，収益性についてみると，第5表のとおりで，収

量は10（Z当り∴結球白菜で7，000毎，キャベツで7，000

軸．無支柱加工トマトで5，000軸の収量が期待でき．従

来の恨行栽培と大きな差がみられない。

概算所得は10α当り結球白菜で43，700円，キャベツで

60，865円，無支柱加工トマトで33，810円となり，1日当

りの労働報酬は，結球白菜で5，463円，キャベツで7，1

61円，無支柱加工トマトで1，408円となり，枚枕化栽培

による収益性は高いと思われる。

第1表　大型機枕によるそ菜栽培の所要労力比較（昭42）

作　物　の　種　頸 慣行法 鹿枕栽培 摘　　　　　　　　要 研　　　究　　　者

無　支柱　ト　マト 25，920 13，786 石灰散布－→収　　穫
（35ps．17ps）

長野桔梗ケ原分場

サ　　ト　　イ　　モ 18，000 11，340 6〕 堆肥散布－→収　　種 大分農試：西谷，三好
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第　2表　大型故挟匿よる結球白菜の栽培所要労力（昭42．秋田県農試）
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第　3　表　　大型機帆こよる甘藍の栽培所要労力（昭42．秋田県農試）
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第　4表　大型俵械忙よる無支柱加工用トマトの栽培所要労力（昭42．秋田県農試）
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第5表　機枕栽培の収支（昭42．秋田県農試）

用l結球白菜 キャベツ 加工用
ト　マ　ト

小 計126，230 23，135 16，190

金
8．000
（8人）

8，500
（8．5人）

24，000

（24人）

計 34，230 31，635 40，193

3．機械化栽培の可能地帯

機械作業の能率を高めるためには，大区画圃場が必要

である。

従来，そ菜栽培圃場は狭少な宅地や．それに準ずる環

境条件下におかれた圃場が多いため，既存のそ菜圃場で

は機械化栽培が困難である。したがって，そ菜の機械化

栽培忙は現在，普通畑作地帯とされている拡大な畑地帯

に目をむけなければならない。

一般に．普通畑作物は収益性が低いとされているが，

この地帯の畑作輪作体系の中にそ菜を導入することによ

って畑作物総体の収益性を高めることができるととも

に，これによって土壌改良資材の投入も容易となり畑地

の総合生産力が増大するので，畑作輪作体系の中にそ菜

を導入することは極めて有利で，畑作の機械化栽培とと

もに．これらの地帯が将来そ菜の機械化栽培の可能地帯

になりうるものと考えらなる。

4．機械化栽培の問題点

そ菜の機械化栽培には未解決の問題が少なくないが，

技術的に大きな問題は，収穫，調整，荷造り作業の大部

分が人力に頼らざるを得ないことである。このことが経

営規模の規制要因となり，また，機械化技術体系推進上

大きなネックとなっている。

これらの解決には，機械の開発．品種の改良，流通方

法の改善．生産組織と流通組織（収穫→出荷）の分離な

どの組織改善等によらなければならない。

また．生鮮食糧品の性格から迅速な処理が要求される

ので，これら流通関係の施設，機構の整備が十分でなけ

ればならない。これらの問題が解決されることによって

東北地方からコストの低い生鮮そ菜が大量に消費都市に

供給され，日本のそ菜供給基地として重要な地位を確保

することが可能であると思われ，また，それを期待する

ものである。


